
 

プレストネット工法紹介の「ドボク模型」 

（株）藤井基礎設計事務所 藤井俊逸・土屋一夫 

1．はじめに 

斜面の安定化を行う際、表層 1m 程度が不安定な場合は、吹付枠工がよく用いられる。表層 3m 程度が不安

定な場合は、地山補強土工法が用いられることが多い。すべり面が明瞭で地すべり的なすべりが予想される

場合は、アンカー工法が用いられることが多い。 

プレストネット工法は、地山補強土工法の一つである。鉄筋の表面から 1m の範囲に自由長が作ってあ

り、その部分にプレストレスを与えることで、表層部の地盤を押し付ける効果が持たせてある。この効果を

可視化するために、「ドボク模型」を使って実験を行った。 

 

2．工法説明 

写真-1 が、プレストネット設置状況図である。丸く見える部分が、補強鉄筋位置になる。鉄筋のヘッド

部は蓋プレートがあり、そこから、連結鋼棒が隣接のヘッド部まで連結されている。 

図-1・図-2 は、プレストネットの構造図である。鉄筋の地表面付近 1m は、シール材と記載してあるが、

ここは鉄筋とグラウトが付着していない。頭部ナットを締め付けると、シール材のある 1m 間には、プレス

トレスを導入することができる。蓋プレートは、地盤に押し付けられることになる。この押し付ける力があ

ることと、連結鋼棒で鉄筋同士が連結されていることが、この工法の特徴となる。 

3．実験方法 

実験ケースは、他工法との違いを示したかったので、表-1 の 7 ケースの実験を行った。ケース.7 がプレ

ストネット工法となるが、比較のためにケース.6 の連結鋼棒のない実験も行った。 

■実験材料 

木枠 ：木材 

ナット ：ボルトナットのナット 

（M5、M6、M8） 

法枠 ：ウレタンマット＋マグネットシート 

鉄筋 ：プラスチックボードを短冊状にカット 

受圧板 ：消しゴム 

プレストレス：ゴム材料を引張ることでプレスト

レス作用させた 

連結材 ：針金 

■実験方法 

木枠を 60 度に傾斜させ、ナットに滑り落ちる力を

作用させる。その後、振動を 60 秒与えることで、

斜面変状の様子を確認。 

 

4．実験の結果整理 

表-1 に、実験結果を記載した。この表の数値は、鉄

筋位置での下方への移動量を示している。表は 60 度ま

で傾斜させたときの数値と、その後、60 秒振動を与え

た後の数値を記載した。資料-１・資料 2 に、各ケース

の写真を示した。 

 

  

上段ズレ量 中段ズレ量 下段ズレ量

単位 mm mm mm

ケース.1 無対策

ケース.2 法枠

ケース.3 鉄筋のみ 45 55 30

ケース.4 鉄筋＋法枠 6 7 12

ケース.5 鉄筋+受圧板 15 15 12

ケース.6
プレストレス鉄筋

+受圧板
6 6 8

ケース.7
プレストレス鉄筋

+受圧板+連結
6 2 3

上段ズレ量 中段ズレ量 下段ズレ量

単位 mm mm mm

ケース.1 無対策

ケース.2 法枠

ケース.3 鉄筋のみ

ケース.4 鉄筋＋法枠 10 14 15

ケース.5 鉄筋+受圧板 25 20 20

ケース.6
プレストレス鉄筋

+受圧板
10 12 10

ケース.7
プレストレス鉄筋

+受圧板+連結
10 6 6

振動により大移動

傾斜角度60度

40度で移動　60度で大移動

45度で大移動

傾斜角度60度＋振動60秒

振動なしで大移動したので実験なし

振動なしで大移動したので実験なし

表-1 実験ケースと実験結果 



 

5．考察 

60 度まで傾斜させた状態の結果は、表-1 の上側の表に記載してある。ケース.1、ケース.2、ケース.3 で

は、大きく変形した。移動量は、ケース.5、ケース.4、ケース.6、ケース.7 の順で小さくなっている。 

60 度傾斜後に振動 60 秒を与えると、どのケースも変形は進行する。ケース.5 は、振動を与えることで約

10 ㎜位変形が進行した。プレストレスを与えたケース.6、ケース.7 は、振動を与えても 5 ㎜位の変形で納

まった。プレストレスを与えることで、地表面付近に応力が伝搬し、地震時の振動でも緩みが進行しにくく

なったためだと想定される。また、ケース.6、ケース.7 を比べると、ケース.7 の方が、変形量が少ない。

これは、連結棒の効果だと想定される。 

 

6．おわりに 

プレストネット工法の、プレストレスの効果と頭部連結効果を「ドボク模型」で可視化した。この 2 つの

効果を数値的に算出することは結構難しい。「ドボク模型」では定性的ではあるが、直感的に効果を把握で

きる。新しい工法を考える際や、効果を直感的に第 3 者に伝える場合に「ドボク模型」は役立つと考える。 
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資料-１ ケース.1～ケース.4の実験結果
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資料-2 ケース.5～ケース.7の実験結果


